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本
稿
は
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
度
に
岐
阜
県
博
物
館
が
収
集
し
た
、「
徳
山
二
位
法
印
則
秀
肖
像
」

に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
像
は
、
既
に
自
治
体
史
等
で
も
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
が
、
改
め
て
掲
載
す
る
こ
と
で
現
況
の
報
告
と
し
た
い
。

（
１
）　

徳
山
則
秀
肖
像
の
概
要

　

本
像
は
、
絹
本
著
色
の
掛
軸
装
で
、
寸
法
は
全
体
：
縦
一
八
〇
㎝
×
横
四
五
㎝
、
本
紙
：
縦
九
六
㎝
×

横
三
三
㎝
を
測
る
。
箱
蓋
表
書
に
は
「
徳
山
家
肖
像
軸
」
と
あ
る
。

　

像
主
の
徳
山
秀ひ

で
あ
き現

（
則
秀
、
一
五
四
四
～
一
六
〇
六
）は
、
美
濃
国
大
野
郡
徳
山
の
土
豪
・
徳
山
氏
の

一
族
で
あ
る
。
通
称
、
五
兵
衛
。
入
道
後
は
秀

シ
ュ
ウ
ゲ
ン

現
、
昌
琢
、
英
久
と
号
し
た
。
柴
田
勝
家
に
仕
え
、
越

前
の
民
政
面
や
交
通
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
賤
ヶ
岳
の
戦
い

で
は
勝
家
に
従
う
。
こ
の
戦
い
で
勝
家
が
自
害
し
た
後
、
前
田
利
家
に
仕
え
た
。
利
家
の
没
後
は
徳
川

家
康
の
仕
え
、
美
濃
国
徳
山
及
び
各
務
郡
を
中
心
に
五
〇
〇
〇
石
の
知
行
地
を
与
え
ら
れ
、
旗
本
徳
山

氏
の
初
代
と
な
っ
た
。
慶
長
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
、六
十
三
歳
で
没
し
、徳
山
の
増
徳
寺
に
葬
ら
れ
た
。

旗
本
と
な
っ
た
徳
山
氏
は
各
務
郡
西
市
場
村
に
更
木
陣
屋
を
構
え
た
。

　

秀
現
は
実
名
を
「
則
秀
」
と
す
る
史
料
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
徳
山
則
秀
と
呼
称
さ
れ
る
場
合

が
多
く
、
本
像
も
同
様
に
像
主
を
則
秀
と
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
入
江
康
太
氏
に
よ
っ
て
、「
則
秀
」
は

一
次
史
料
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、確
認
で
き
る
の
は
「
秀
現
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、史
料
に
「
秀
現
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、「
則
秀
」
で
統
一
し
た
。

　

さ
て
、
本
像
は
則
秀
の
入
道
後
と
思
わ
れ
る
剃
髪
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
①
）。
上
畳
に
茵

を
敷
き
、
そ
の
上
に
右
を
向
い
て
坐
す
。
左
手
で
中
啓
を
持
ち
、
右
手
は
膝
に
添
え
る
。
腰
刀
を
差
し
、

左
脇
に
は
衛
府
太
刀
拵
の
太
刀
が
置
か
れ
て
い
る
。
衣
に
は
桔
梗
、
茵
と
腰
刀
に
は
地
紙
丸
、
袴
に
は

十
六
葩
菊
の
紋
が
配
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
徳
山
家
の
家
紋
で
あ
る
。

　

賛
文
は
、
本
紙
の
上
側
に
空
い
た
空
間
を
埋
め
る
よ
う
に
書
か
れ
る
。
後
段
の
識
語
か
ら
、
制
作
年

代
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
三
月
で
、
賛
・
画
と
も
に
桑
原
長
視
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

桑
原
長
視
（
一
七
二
七
～
一
七
七
九
）は
、
五
条
権
中
納
言
為
範
の
四
男
で
、
桑
山
長
義
の
養
子
と
な
っ

た
公
家
で
あ
る
。
桑
山
家
は
菅
原
氏
の
一
流
、
五
条
家
の
傍
流
で
、
紀
伝
道
お
よ
び
詩
文
を
掌
る
こ
と
を

家
職
と
し
た
。
家
格
は
半
家
、
新
家
。
家
祖
・
桑
原
長
義
の
嫡
子
・
適
長
が
早
世
し
た
た
め
、
長
視
が

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
四
月
に
遺
領
を
相
続
し
た
。
長
視
は
同
二
十
一
年
十
二
に
穀
倉
院
学
問
料
を

賜
り
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
二
月
に
元
服
し
昇
殿
を
聴
さ
れ
、
文
章
得
業
生
に
補
任
さ
れ
る
。
同
年

十
月
に
は
従
五
位
下
・
刑
部
大
輔
に
叙
任
さ
れ
た
。
以
降
、
累
進
し
て
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
正
月
に

従
四
位
下
に
叙
さ
れ
る
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
八
月
に
は
宮
内
権
大
輔
に
任
じ
ら
れ
、
延
享
五
年

（
一
七
四
八
）
三
月
か
ら
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
正
月
ま
で
文
章
博
士
を
兼
ね
た
。
長
病
の
た
め
、
同

七
年
十
月
に
宮
内
権
大
輔
を
辞
官
。
同
十
年
正
月
に
は
位
記
を
返
上
し
た
。
安
永
八
年
八
月
二
十
三
日

に
五
十
三
歳
で
没
し
た
。
本
像
は
長
視
の
晩
年
・
五
十
二
歳
の
作
で
あ
る
。
長
視
は
他
に
「
北
野
天
満

宮
縁
起
」（
光
起
本
）
の
詞
書
（
巻
中
第
十
一
）や
「
菅
氏
録
」の
撰
録
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

賛
（
写
真
②
参
照
）
は
、
徳
山
氏
の
出
自
、
則
秀
の
履
歴
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
後
段
に
は
桑
原

長
視
に
よ
る
識
語
が
あ
る
。
識
語
に
よ
れ
ば
、
長
い
年
月
を
経
て
朽
損
し
修
復
で
き
な
く
な
っ
た
旧
像

お
よ
び
略
伝
を
七
代
・
徳
山
頼
意
の
求
め
に
応
じ
て
再
制
作
し
た
と
あ
る
。
そ
の
際
、
伝
文
（
賛
）
は
一

字
も
改
め
ず
、
衣
紋
に
つ
い
て
は
意
案
を
加
え
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
旧
像
（
原
像
）
の
現
存
は
管

見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
が
、
識
語
を
信
じ
れ
ば
本
像
は
復
興
画
に
あ
た
る
。

　

画
賛
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
改
行
は
原
本
に
よ
り
、
翻
刻
は
可
能
な
限
り
原
本
の
字
体
の
ま

ま
示
し
た
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）
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【
画
賛
】

　
　
　

徳
山
二
位
法
印
則
秀
肖
像

　
　

徳
山
氏
者
其
先
出
将
軍
坂
上
田
村
麿
自
田
村
麿
廿
五
代
曰
右
金
吾
貞
信
有
女
子

　
　

無
男
子
因
土
岐
美
濃
守
頼
世
之
男
七
良
二
郎
頼
長
為
壻
改
貞
長
其
子
曰
貞
次
母

　
　

貞
信
女
也
後
侍
従
兼
出
羽
守
又
改
教
長
自
教
長
四
代
徳
山
則
秀
天
文
十
三
甲
辰

　
　

年
正
月
十
一
日
生
于
濃
州
徳
山
北
出
邑
幼
名
孫
三
郎
後
號
五
兵
衛
尉
父
兵
庫
允

　
　

貞
孝
母
多
治
見
修
理
亮
國
秀
女
則
秀
實
貞
孝
三
男
也
為
家
嫡
矣
則
秀
者
當
家
中

　
　

興
之
豪
傑
也
仍
継
惣
領
職
崛
起
於
徳
山
蠶
食
隣
邑
以
勇
力
掠
畧
近
国
漸
以
強
大

　
　

也
遂
領
廿
四
萬
石
而
為
加
州
御
幸
塚
之
城
主
故
一
族
皆
服
従
其
麾
下
属
于
織
田

　
　

信
長
公
之
幕
下
所
々
軍
功
不
可
牧
挙
也
其
十
之
一
二
載
在
史
録
信
長
公
遭
害
之

　
　

後
豊
臣
秀
吉
公
與
越
前
牧
柴
田
修
理
亮
勝
家
結
兵
之
日
叛
秀
吉
公
属
于
柴
田
蓋

　
　

勝
家
之
甥
佐
久
間
玄
蕃
允
盛
政
以
為
則
秀
之
婿
故
也
既
而
江
州
柳
箇
瀬
之
合
戦

　
　

柴
田
不
利
勝
家
盛
政
等
悉
就
死
因
暫
蟄
于
高
野
山
寶
珠
院
復
往
于
加
州
従
前
田

　
　

利
家
卿
是
外
戚
因
故
也
利
家
卿
薨
後　

東
照
神
君
召
則
秀
於
駿
府
先
是
為
入
道

　
　

號
秀
現
着
法
衣
拝
謁　

神
君
乃
賜
本
領
徳
山
及
五
千
石
采
地
而
叙
法
眼
且
侍
座

　
　

御
側
毎
評
論
軍
旅
之
可
否
慶
長
十
乙
巳
年
四
月
叙
二
位
法
印
此
時
以
有
馬
枩
浦

　
　

金
森
徳
山
徳
永
桑
山
新
庄
等
稱
七
法
印
餘
皆
三
位
法
印
也
秀
現
獨
叙
二
位
法
印

　
　

者
以
為
四
位
侍
従
故
也
慶
長
十
一
丙
午
年
十
一
月
廿
二
日
卒
于
時
六
十
三
葬
于

　
　

徳
山
法
幢
山
増
徳
禅
寺
裡
法
諡
青
雲
院
殿
二
位
法
印
傑
叟
玄
英
大
居
士
同
所
崇

　
　

于
二
位
霊
神

　
　
　

舊
像
及
略
傳
歴
年
序
而
不
可
補
蝕
朽
然
七
世
的
裔
五
兵
衛
尉
頼
意
數
請
使
予
再
書
画
予

　
　
　

素
採
筆
如
桙
雖
然
不
堪
固
辞
遂
應
需
蓋
傳
文
不
改
一
字
到
其
衣
紋
聊
加
意
案
而
己

　
　
　

維
時
安
永
七
歳
戊
戌
旾
三
月　
　

致
仕
菅
原
朝
臣
長
眎
画
併
書
（
印
）（
印
）（
印
）

　

徳
山
氏
は
そ
の
祖
を
将
軍
・
坂
上
田
村
麻
呂
と
す
る
。
田
村
麻
呂
よ
り
二
十
五
代
を
右
金
吾
貞
信
と

【
大
意
】
い
う
。
貞
信
は
（
子
に
）
女
子
が
い
た
が
、
男
子
は
な
く
、
土
岐
美
濃
守
頼
世
の
子
・
七
郎
次

郎
頼
長
を
壻
と
し
て
、（
頼
長
は
）
貞
長
と
改
名
し
た
。
そ
の
子
を
貞
次
と
い
い
、母
は
貞
信
の
娘
で
あ
る
。

侍
従
と
出
羽
守
を
兼
ね
、
教
長
と
改
名
し
た
。
教
長
か
ら
四
代
、
徳
山
則
秀
は
天
文
十
三
年
正
月
十
一

日
に
濃
州
北
出
村
で
生
ま
れ
、
幼
名
は
孫
三
郎
、
後
に
五
兵
衛
尉
と
号
す
る
。
父
は
兵
庫
允
貞
孝
、
母

は
多
治
見
修
理
亮
国
秀
の
娘
で
あ
る
。
則
秀
は
貞
孝
の
三
男
で
あ
る
。
家
嫡
で
あ
る
。
則
秀
は
当
家
中

興
の
豪
傑
で
あ
る
。
よ
っ
て
惣
領
職
を
継
ぐ
。
徳
山
に
於
い
て
崛
起
し
隣
村
を
侵
略
し
、
勇
力
を
以
て

近
国
を
掠
略
す
る
。
遂
に
二
十
四
万
石
を
領
す
る
。
加
州
御
幸
塚
の
城
主
で
あ
る
た
め
、
一
族
は
皆
そ
の

麾
下
に
服
従
し
た
。
織
田
信
長
公
の
幕
下
に
属
し
、
所
々
に
於
い
て
軍
功
を
あ
げ
る
こ
と
枚
挙
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
十
の
う
ち
一
・
二
を
在
史
録
に
載
せ
る
。
信
長
公
遭
害
の
後
、
豊
臣
秀

吉
公
と
柴
田
修
理
亮
勝
家
が
争
っ
た
時
は
、
秀
吉
公
に
叛
き
柴
田
に
属
す
。
勝
家
の
甥
・
佐
久
間
玄
蕃

允
盛
政
が
則
秀
の
壻
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
江
州
柳
ヶ
瀬
の
合
戦
で
は
柴
田
方
は
利
せ
ず
、
勝

家
・
盛
政
は
死
去
す
る
。
よ
っ
て
高
野
山
宝
珠
院
に
蟄
居
す
る
。
ふ
た
た
び
加
州
に
行
き
、
前
田
利
家

卿
に
従
う
。
こ
れ
は
外
戚
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
利
家
卿
の
薨
去
後
、
東
照
神
君
（
徳
川
家
康
）
は

則
秀
を
駿
府
に
召
す
。（
則
秀
は
）
先
ず
入
道
し
秀
現
と
号
し
、
法
衣
を
着
し
神
君
に
拝
謁
し
、
本
領
徳

山
及
び
五
千
石
の
采
地
を
賜
る
。
法
眼
に
叙
さ
れ
、
お
側
に
待
座
し
、
い
つ
も
軍
旅
の
可
否
を
評
論
す
る
。

慶
長
十
年
四
月
二
位
法
印
に
叙
さ
れ
る
。
こ
の
時
有
馬
・
松
浦
・
金
森
・
徳
山
・
徳
永
・
桑
山
・
新
庄

ら
を
七
法
印
と
称
す
。
他
は
皆
三
位
法
印
で
あ
る
。
秀
現
が
一
人
二
位
法
印
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
、
四
位

侍
従
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
慶
長
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
卒
す
。
時
に
六
十
三
。
徳
山
法
幢
山
増
徳

寺
裡
に
葬
ら
れ
る
。
法
諡
は
青
雲
院
殿
二
位
法
印
傑
叟
玄
英
大
居
士
、
二
位
霊
神
に
崇
め
る
。

（
後
略
）

（
２
）
徳
山
重
政
画
像
に
つ
い
て

　

則
秀
像
と
同
時
に
桑
原
長
視
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
肖
像
画
に
「
徳
山
重
政
画
像
」
が
あ
る
。
重
政

【
大
意
】

　

徳
山
氏
は
そ
の
祖
を
将
軍
・
坂
上
田
村
麻
呂
と
す
る
。
田
村
麻
呂
よ
り
二
十
五
代
を
右
金
吾
貞
信
と

い
う
。
貞
信
に
は
子
に
女
子
が
い
た
が
、
男
子
は
な
く
、
土
岐
美
濃
守
頼
世
の
子
・
七
郎
次
郎
頼
長
を

壻
と
し
た
。
頼
長
は
貞
長
と
改
名
し
た
。
貞
長
の
子
を
貞
次
と
い
い
、
貞
次
の
母
は
貞
信
の
娘
で
あ
る
。

貞
次
は
侍
従
と
出
羽
守
を
兼
ね
、
教
長
と
改
名
し
た
。
教
長
か
ら
四
代
、
徳
山
則
秀
は
天
文
十
三
年
正

月
十
一
日
に
濃
州
北
出
村
で
生
ま
れ
、
幼
名
は
孫
三
郎
、
後
に
五
兵
衛
尉
と
号
し
た
。
父
は
兵
庫
允
貞
孝
、

母
は
多
治
見
修
理
亮
国
秀
の
娘
。
貞
孝
の
三
男
。
則
秀
は
当
家
中
興
の
豪
傑
で
あ
る
。
惣
領
職
を
継
ぎ
、

徳
山
に
於
い
て
崛
起
す
る
。
隣
村
近
国
に
侵
攻
し
、
次
第
に
勢
力
を
拡
大
し
て
、
二
十
四
万
石
を
領
す
る
。

加
州
御
幸
塚
の
城
主
と
な
り
、
一
族
は
皆
則
秀
に
従
っ
た
。
織
田
信
長
公
の
幕
下
に
属
し
、
所
々
に
於
い

て
軍
功
を
あ
げ
る
こ
と
は
枚
挙
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
信
長
公
遭
害（
本
能
寺
の
変
）の
後
、

豊
臣
秀
吉
公
と
柴
田
修
理
亮
勝
家
が
争
っ
た
際
は
、秀
吉
公
に
叛
き
柴
田
に
属
す
る
。
こ
れ
は
勝
家
の
甥
・

佐
久
間
玄
蕃
允
盛
政
が
則
秀
の
壻
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
江
州
柳
ヶ
瀬
の
合
戦
（
賤
ヶ
岳
の
戦
い
）
で

柴
田
方
は
利
せ
ず
、
勝
家
・
盛
政
が
死
去
す
る
と
、
則
秀
は
高
野
山
宝
珠
院
に
蟄
居
し
た
後
、
ふ
た
た

び
加
州
に
戻
り
、
外
戚
で
あ
っ
た
前
田
利
家
卿
に
従
う
。
利
家
卿
の
薨
去
後
、
東
照
神
君
（
徳
川
家
康
）

が
則
秀
を
駿
府
に
召
す
と
、
則
秀
は
先
ず
入
道
し
秀
現
と
号
し
、
法
衣
を
着
し
神
君
に
拝
謁
し
、
本
領

徳
山
及
び
五
千
石
の
采
地
を
賜
る
。
法
眼
に
叙
さ
れ
、
家
康
の
側
近
く
に
仕
え
、
軍
旅
の
可
否
を
評
論

ず
る
。
慶
長
十
年
四
月
二
位
法
印
に
叙
さ
れ
る
。
こ
の
時
有
馬
・
松
浦
・
金
森
・
徳
山
・
徳
永
・
桑
山
・

新
庄
ら
を
七
法
印
と
称
す
る
。
他
は
皆
三
位
法
印
で
あ
る
。
秀
現
が
一
人
二
位
法
印
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
、

四
位
侍
従
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
慶
長
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
に
没
す
。
年
六
十
三
。
徳
山
法
幢
山

増
徳
寺
に
葬
ら
れ
る
。
青
雲
院
殿
二
位
法
印
傑
叟
玄
英
大
居
士
と
諡
し
、
二
位
霊
神
と
し
て
崇
め
る
。

（
後
略
）

中川　創喜
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像
の
原
本
は
所
在
が
不
明
で
あ
る
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
模
本
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
（
写

真
④
）。
徳
山
重
政
（
一
六
一
五
～
一
六
八
九
）は
、
旗
本
徳
山
氏
の
三
代
で
、
則
秀
の
孫
に
あ
た
る
。
寛

永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
父
・
直
政
の
遺
領
を
継
ぎ
、
知
行
三
千
二
百
石
。
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

三
月
に
江
戸
本
所
の
屋
敷
割
、
道
橋
普
請
を
奉
行
し
た
。
こ
の
と
き
亀
戸
天
神
を
創
建
し
、
深
川
に
長

慶
寺
を
建
立
し
た
。
元
禄
二
年
六
月
二
十
九
日
に
七
十
五
歳
で
没
し
た
。

　

重
政
像
は
右
手
に
扇
を
持
ち
、
烏
帽
子
か
ぶ
る
狩
衣
姿
で
上
畳
に
坐
す
姿
を
描
く
。
刀
掛
け
に
は
桔

梗
と
地
紙
丸
、
単
に
は
地
紙
丸
の
家
紋
が
配
さ
れ
て
い
る
。
上
部
の
賛
文
に
は
、
像
主
で
あ
る
重
政
の

誕
生
か
ら
死
没
ま
で
の
事
績
が
記
さ
れ
、
後
段
に
桑
原
長
視
の
識
語
が
続
く
。
こ
こ
で
も
や
は
り
旧
像

お
よ
び
略
伝
を
頼
意
の
求
め
に
応
じ
て
再
制
作
し
、
伝
文
（
賛
）
は
一
字
も
改
め
ず
、
衣
帽
に
つ
い
て
は

意
案
を
加
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
則
秀
像
と
同
様
に
旧
像
（
原
像
）
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

画
賛
に
つ
い
て
、
則
秀
像
が
徳
山
氏
の
出
自
か
ら
説
き
起
こ
す
の
に
対
し
、
重
政
像
は
「
徳
山
重
政

者
二
位
法
印
即
秀
之
孫
…
」
と
説
き
起
こ
し
、
重
政
の
履
歴
の
み
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
則

秀
像
と
重
政
像
は
二
幅
一
対
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
制
作
さ
れ
た
安
永
七
年
は
、
重

政
の
九
十
回
忌
に
あ
た
る
。
参
考
の
た
め
以
下
に
画
賛
の
全
文
を
挙
げ
る
。

【
参
考
】
徳
山
重
政
画
像
賛

　
　

徳
山
重
政
者
二
位
法
印
則
秀
之
孫
直
政
之
嫡
子
也
母
竹
中
氏
継
母
板
倉
氏
元
和
元
年

　
　

乙
卯
生
于
武
州
江
戸
童
名
九
十
郎
又
名
権
十
郎
後
號
五
兵
衛
尉
受
父
譲
而
領
三
千
二

　
　

百
石
余　

台
徳
公
奉
仕
寛
永
八
年
辛
未
拝
書
院
直
郎
又
有
駿
府
於
在
城
之
命
而
彼
城

　
　

為
監
造
長
也
其
後
奉
使
於
諸
国
乎
所
謂
豊
州
府
内
摂
州
有
馬
三
州
苅
屋
筑
州
久
留
米

　
　

等
也　

台
徳
公
薨
後
更　

厳
有
公
奉
仕
萬
治
三
年
庚
子
有
釣
命
而
令
重
政
築
新
地
於

　
　

本
所
深
川
此
時
亀
戸
邑
菅
神
祠
及
深
川
長
慶
禅
寺
草
創
也
在
役
十
有
余
年
終
功
寛
文

　
　

元
年
辛
丑
為
其
賞
賜
本
所
於
邸
地
同
十
年
庚
戌
為
支
計
司
長
同
十
一
年
再
賜
田
安
於

　
　

邸
地
十
有
余
年
為
績
功
天
和
元
年
辛
酉
告
老
而
致
仕
貞
享
三
年
丙
寅
嫡
子
重
年
譲
家

　
　

領
又
二
子
重
次
食
邑
之
中
五
百
石
之
地
頒
與
之
為
別
家
也
重
政
隠
居
而
號
入
道
浄
雲

　
　

元
禄
二
年
己
巳
六
月
廿
九
日
卒
年
七
十
五
葬
于
蟠
龍
山
長
慶
禅
寺
裡
法
諱
一
心
院
殿

　
　

蟠
龍
浄
雲
大
居
士
又
崇
于
世
續
彦
霊
神

　
　
　
　
　

舊
像
及
略
傳
歴
年
序
而
不
可
補
蝕
朽
然
五
世
的
裔
五
兵
衛
尉
頼
意
数
請
使
予

　
　
　
　
　

再
書
画
予
素
採
筆
如
桙
雖
然
不
堪
固
辞
遂
應
需
蓋
傳
文
不
改
一
字
到
其
衣
帽

　
　
　
　
　

聊
加
意
案
而
已

　
　
　
　

維
時
安
永
七
戊
戌
歳
春
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

致
仕
菅
原
朝
臣
長
眎
画
併
書
（
朱
印
）（
朱
印
）

（
３
）
徳
山
家
の
家
譜
と
肖
像
画
制
作
の
背
景
に
つ
い
て

　

肖
像
制
作
の
背
景
を
探
る
た
め
、
旗
本
徳
山
家
に
関
す
る
家
譜
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
徳
山
氏
の

系
図
類
に
つ
い
て
は
、
既
に
上
村
惠
宏
氏
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
同
氏
の
研
究
に
拠
り

な
が
ら
、
補
筆
し
て
整
理
す
る
。

　

ま
ず
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
官
選
系
図
と
し
て
、『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』（
寛
永
二
十
年
・
一
六
四
三
成

立
、
以
下
「
寛
永
伝
」
と
略
す
）、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
文
化
九
年
・
一
八
一
二
完
成
、
以
下
「
寛
政
譜
」

と
略
す
）
が
あ
る
。

　

旗
本
徳
山
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
に
は
、「
遺
直
伝
来
集
」（
以
下
、「
遺
直
集
」
と
略
す
）、「
徳
山
氏
系
図

三
巻
」（
以
下
、「「
徳
山
氏
系
図
」
と
略
す
）、「
土
岐
家
伝
大
系
図
」（
以
下
、「
大
系
図
」
と
略
す
）
な
ど

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
む
徳
山
家
の
文
書
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
徳
山
稔
氏
か
ら
岐
阜
県
歴
史
資

料
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
遺
直
集
」
は
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、「
徳
山
氏
系
図
」
は
『
揖

斐
郡
志
』に
一
部
が
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
ず
、
徳
山
家
の
手
元
に
残
さ
れ
た
も
の
に
「
土
岐
家
伝
系
図
」

「
別
本
土
岐
家
伝
系
図
」が
あ
り
、
平
成
二
十
三
年
に
稔
氏
か
ら
徳
山
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
増
徳
寺
に
奉

納
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、「
土
岐
家
伝
系
図
」
を
「
増
徳
寺
本
１
」、「
別
本
土
岐
家
伝
系
図
」
を
「
増
徳

寺
本
２
」
と
略
す
）。

　

ま
た
、各
務
原
市
内
の
安
積
家
に
伝
わ
っ
た
系
図
に
「
土
岐
家
伝
系
図
」（
以
下
、「
安
積
家
本
」
と
略
す
）

（
８
）

（
９
）

 （
10
）

 （
11
）

 （
12
）

 （
13
）

 （
14
）

 （
15
）

 （
16
）

 （
17
）

 （
18
）

 （
19
）

 （
20
）

資料紹介 徳山二位法印則秀肖像について
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が
あ
る
。
安
積
家
は
徳
山
氏
本
家
・
分
家
の
相
給
村
で
あ
る
野
口
村
庄
屋
を
務
め
た
家
で
あ
る
。
こ
の「
安

積
家
本
」
は
、「
徳
山
氏
系
図
（
土
岐
家
之
系
、
土
岐
家
伝
系
図
）」（
以
下
、「
安
積
家
本
１
」
と
略
す
）、

「
徳
山
氏
別
巻
系
図
」（
以
下
「
安
積
家
本
２
」
と
略
す
）、「
徳
山
氏
一
族
系
図
」か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
、「
安

積
家
本
２
」
が
『
徳
山
村
史
』に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
他
に
は
、
則
秀
の
伯
父
・
貞
隆
（
二
郎
右
衛
門
）

の
系
統
に
伝
わ
っ
た
「
徳
山
家
系
図
」が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
系
図
の
う
ち
、
則
秀
像
画
賛
と
深
く
関
係
す
る
史
料
と
し
て
、「
増
徳
寺
本
１
」
に
記
さ
れ

た
秀
現
の
項
目
を
以
下
に
示
す
。
改
行
は
原
本
に
よ
る
。

【
参
考
】
土
岐
家
伝
系
図
（
増
徳
寺
蔵
、
部
分
）

　
　

秀
現　

徳
山
五
兵
衛
尉　

従
四
位
下
侍
従　

二
位
法
印

　
　
　
　
　

旗
幕
紋
所　

地
紙
丸　

合
驗
扇
骨

　
　
　

則
秀

　
　
　
　

秀
現
者
當
家
中
興
之
豪
傑
也
仍
継
惣
領
職

　
　
　
　

崛
起
於
濃
州
徳
山
蠶
食
隣
邑
以
勇
力

　
　
　
　

掠
略
近
国
漸
以
強
大
遂
領
二
十
四
万
石
而

　
　
　
　

為
加
刕
御
幸
塚
城
主
故
一
族
皆
服
従
其

　
　
　
　

麾
下
属
織
田
信
長
公
之
幕
下
所
々
之
軍

　
　
　
　

功
不
可
枚
挙
也
其
十
之
一
二
者
載
在
史
録

　
　
　
　

信
長
公
遭
害
之
後
羽
柴
秀
吉
公
与
越
前
牧

　
　
　
　

柴
田
修
理
亮
勝
家
結
兵
之
日
叛
秀
吉
公
属

　
　
　
　

柴
田
蓋
勝
家
之
甥
佐
久
間
玄
蕃
允
盛
政

　
　
　
　

以
為
秀
現
之
婿
故
也
既
而
江
州
柳
瀬
之

　
　
　
　

合
戦
柴
田
不
利
勝
家
盛
政
等
悉
就
死

　
　
　
　

因
暫
蟄
于
徳
山
復
往
加
州
従
前
田
利
家

　
　
　
　

卿
利
家
卿
卒
去
之
後

　
　
　
　

慶
長
五
庚
子
年

　
　
　

東
照
神
君
召
秀
現
於
駿
府
先
是
為
秀
現

　
　
　
　

剃
髪
著
法
衣
拝

　
　
　

大
神
君
乃
賜
本
領
濃
州
徳
山
及
五
千
石
采

　
　
　
　

地
而
任
叙
法
眼
且
侍
坐　

御
側
毎
評
論

　
　
　
　

軍
旅
之
可
否

　
　
　
　

慶
長
十
乙
巳
年
四
月
叙
二
位
法
印
此
時

　
　
　
　

以
有
馬
松
浦
金
森
徳
山
徳
永
桑
山
新
庄

　
　
　
　

等
称
七
法
印
餘
皆
三
位
法
印
也
秀
現
独

　
　
　
　

叙
二
位
法
印
者
以
為
四
位
侍
従
故
也

　
　
　
　

慶
長
十
一
丙
午
年
十
一
月
廿
二
日
卒
時
年

　
　
　
　

六
十
三
葬
于
濃
刕
徳
山
ノ
増
徳
禅
寺
裡

　
　
　
　

法
諡
青
雲
院
殿
二
位
法
印
傑
叟
玄
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
居
士

　

「
當
家
中
興
之
豪
傑
也
」
で
始
ま
る
秀
現
（
則
秀
）
の
履
歴
は
、
多
少
の
文
言
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

則
秀
像
の
画
賛
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
「
増
徳
寺
本
２
」
「
安
積
家
本
１
」
が
同
系
統
の
履
歴
を
伝
え

る
。
画
賛
や
家
譜
等
の
史
料
が
示
す
則
秀
の
事
績
は
、
必
ず
し
も
歴
史
的
事
実
を
示
す
も
の
と
は
限

ら
な
い
が
、
則
秀
が
後
世
の
徳
山
家
中
で
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
点
で
興
味
深
い
。

則
秀
は
貞
孝
の
三
男
で
あ
り
、
ま
た
貞
孝
も
兄
・
貞
隆
が
い
た
た
め
、
徳
山
家
に
お
い
て
は
庶
流
に

位
置
付
く
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
則
秀
は
惣
領
職
（
一
族
統
率
権
）
を
継
ぎ
、
武
功
を
た
て
、
最
終

的
に
徳
川
家
康
に
仕
官
し
、
旗
本
と
し
て
家
を
残
し
た
こ
と
で
、
徳
川
家
中
興
の
人
物
と
さ
れ
て
い

る
。
家
譜
等
に
よ
れ
ば
元
康
（
貞
秀
、
長
兄
）
、
元
連
（
貞
豊
、
次
兄
）
、
秀
貞
（
弟
）
、
光
康
（
則
康
、

甥
）
、
俊
直
（
甥
）
、
貞
則
（
従
兄
弟
）
、
秀
興
（
従
兄
弟
）
、
秀
堅
（
又
従
兄
弟
）
、
秀
久
（
又
従
兄
弟
）

ら
一
族
が
則
秀
に
従
っ
た
と
さ
れ
る
。
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さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
系
図
を
一
覧
す
る
と
、
頼
意
・
頼
福
の
代
で
終
了
し
て

い
る
系
図
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。「
徳
山
氏
系
図
」
冒
頭
の
系
図
や
「
安
積
家
本
２
」
は
頼
意
の
明
和

七
年
（
一
七
七
〇
）
四
月
朔
日
で
終
了
し
て
い
る
。
ま
た
、「
増
徳
寺
本
１
」
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

八
月
二
十
日
の
頼
意
隠
居
、
頼
福
の
家
督
相
続
で
終
了
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
系
図
は
頼
意
の
代
に

作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
特
に
「
徳
山
氏
系
図
」
冒
頭
の
系
図
は
則
秀
の
代
と
直
政
の
代
の
間
に
「
附

録
頼
意
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
直
政
以
降
の
系
図
に
つ
い
て
は
頼
意
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
追
加
さ
れ
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

　

徳
山
家
文
書
の
中
に
は
徳
山
重
政
か
ら
頼
福
ま
で
の
母
方
の
系
図
を
収
録
し
た
「
徳
山
氏
母
方
系
図
」が

あ
る
。
こ
の
系
図
に
は
竹
中
氏
（
重
政
母
方
）、
細
川
氏
（
重
俊
母
方
）、
有
馬
氏
（
同
）、
中
山
氏
（
同
）、

水
野
氏
（
同
）、
下
間
氏
（
頼
屋
母
方
）、
山
口
氏
（
同
）、
池
田
氏
（
同
）、
織
田
氏
（
同
）、
西
尾
氏
（
同
）、

寺
澤
氏
（
同
）、戸
川
氏
（
同
）、藤
枝
氏
（
同
）、弓
気
多
氏
（
同
）、長
谷
川
氏
（
頼
意
母
方
）、服
部
氏
（
同
）、

朽
木
氏
（
頼
福
母
方
）、
川
口
氏
（
同
）、
菅
谷
氏
（
同
）
の
系
図
と
徳
山
氏
の
系
図
か
ら
な
る
。
徳
山
氏

系
図
に
は
徳
山
貞
信
か
ら
頼
福
ま
で
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
頼
意
・
頼
福
に
は
没
年
の
記
載
が
な
く
、

や
は
り
頼
意
・
頼
福
の
代
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
竹
中
氏
、
細
川
氏
、
有

馬
氏
、
中
山
氏
、
水
野
氏
、
下
間
氏
、
織
田
氏
、
藤
枝
氏
、
川
口
氏
、
菅
谷
氏
の
系
図
は
「
徳
山
氏
系
図
」

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
「
大
系
図
」
が
作
成
年
代
不
明
な
が
ら
頼
意
・
頼
福
の
代
で
終
了
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
頼
意
の
代
で
あ
る
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
五
月
に
は
、
更
木
八
ヵ
村
入
会
地
の
割
本
を
務
め

た
赤
座
家
に
対
し
、
同
家
に
伝
わ
る
二
位
法
印
秀
現
書
状
の
写
し
を
作
成
さ
せ
献
上
さ
せ
て
い
る
。
具

体
的
な
動
機
は
不
明
な
が
ら
、
頼
意
の
存
命
中
と
思
わ
れ
る
時
期
に
徳
山
家
中
で
家
譜
の
編
纂
や
在
地

に
の
こ
る
先
祖
の
古
文
書
を
把
握
す
る
動
き
が
確
認
で
き
る
。

　

則
秀
像
・
重
政
像
は
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た
。
則
秀
・
重
政
の
肖
像
画
が
（
再
）

制
作
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
徳
山
家
の
中
で
も
二
人
が
没
後
に
霊
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
画
賛
に
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
則
秀
は
「
二
位
霊
神
」、

重
政
は
「
世
続
霊
神
」
の
号
で
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

時
代
が
下
る
が
、「
遺
直
集
」
に
は
、
十
代
・
秀
起
の
代
の
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
則
秀
が
、

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
重
政
が
尾
州
衣
ヶ
浦
五
行
神
明
宮
か
ら
霊
神
勧
請
を
受
け
た
記
録
（
そ
れ
ぞ

れ
「
徳
則
霊
神
」「
冨
萬
霊
神
」）
が
残
っ
て
い
る
。
旗
本
徳
山
家
歴
代
当
主
の
中
で
も
初
代
・
則
秀
、三
代
・

重
政
は
特
別
視
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
資
料
の
来
歴

　

則
秀
像
の
伝
来
事
情
に
つ
い
て
は
不
明
確
な
部
分
も
多
い
が
、
可
能
な
範
囲
で
来
歴
を
辿
っ
て
み
た

い
。
則
秀
像
と
重
政
像
は
徳
山
頼
意
の
依
頼
で
作
成
さ
れ
た
後
、
徳
山
家
に
伝
来
し
た
。
徳
山
家
は

十
二
代
・
秀
堅
の
時
に
明
治
維
新
を
迎
え
、
秀
堅
は
徳
川
慶
喜
に
従
い
駿
府
へ
移
っ
た
が
、
そ
の
家
族
は

陣
屋
の
あ
っ
た
西
市
場
村
へ
帰
農
し
た
。
十
五
代
・
秀
富
は
、
二
代
那
加
村
村
長
を
務
め
、
明
治
三
十

年
に
没
し
た
。

　

大
正
十
一
年
、東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
（
現
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
に
よ
っ
て
、徳
山
ひ
さ
（
秀

富
妻
）
所
蔵
資
料
の
う
ち
中
世
文
書
や
前
述
の
「
遺
直
集
」「
大
系
図
」「
増
徳
寺
本
１
・
２
」
が
謄
写
さ
れ
、

徳
山
重
政
画
像
の
模
本
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
則
秀
像
に
つ
い
て
は
情
報
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
時
期

に
徳
山
家
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
則
秀
像
は
徳
山
家
の
手
を
離
れ
、
赤
座
家
で
所
蔵
さ
れ
た
ら
し
い
。『
稲
葉
郡
那
加
村
史
料
』

に
よ
れ
ば
「
徳
山
二
位
法
印
則
秀
肖
像
讃
」
の
項
に
「（
赤
座
家
所
蔵
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は

昭
和
十
一
年
に
赤
座
家
所
蔵
の
古
書
類
を
写
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
遅
く
と
も
昭
和
十
一
年

時
点
で
は
徳
山
家
か
ら
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
同
書
で
は
則
秀
像
の
次
項
に
「
徳
山
重

政
畫
像
賛
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
重
政
像
も
赤
座
家
に
伝
わ
っ
た
と
推
測
も
で
き
る
が
、
所
在
に
つ

い
て
明
確
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
判
然
と
し
な
い
。

　

則
秀
像
は
さ
ら
に
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
ま
で
に
各
務
原
市
那
加
西
市
場
町
の
坂
井
順
雄
氏

所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
坂
井
家
は
江
戸
時
代
、
西
市
場
村
庄
屋
を
務
め
た
家
で
あ
る
。
坂
井
家
の
所
蔵

に
な
る
ま
で
に
重
政
像
と
は
別
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
坂
井
家
か
ら
東
京
都
の
個
人
の
手
に
渡
り
、
各
務
原
市
内
か
ら
流
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出
し
た
と
い
う
。
平
成
十
六
年
三
月
に
は
「（
坂
井
順
雄
氏
旧
蔵
）」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
坂
井

家
の
手
を
離
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
現
状
（
写
真
⑤
）
と
坂
井
家
所
蔵
の
時
期
に
撮
影
さ
れ
た

画
像
（
写
真
⑥
）
を
比
較
す
る
と
表
装
が
異
な
っ
て
お
り
、
坂
井
家
の
手
を
離
れ
た
後
に
、
再
表
装
さ

れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
新
収
蔵
資
料
の
「
徳
山
二
位
法
印
則
秀
肖
像
」
に
つ
い
て
、
制
作
の
背

景
や
来
歴
な
ど
を
概
観
し
た
。「
当
家
中
興
之
豪
傑
」
と
評
さ
れ
る
、
徳
山
則
秀
は
徳
山
家
の
中
興
の
祖
、

旗
本
徳
山
家
の
始
祖
と
し
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

則
秀
像
は
徳
山
頼
意
の
求
め
に
よ
り
、
安
永
七
年
に
桑
山
長
視
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
頼
意
の
代

に
は
徳
山
家
の
家
譜
の
編
纂
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
則
秀
の
事
績
は
則
秀
像
の
賛
文
と

も
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
則
秀
像
（
お
よ
び
重
政
像
）
は
、
徳
山
家
の
手
を
離
れ
た
後
も
各
務
原
市

内
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
赤
座
家
、
坂
井
家
に
伝
来
し
た
か
な
ど
は
判

然
と
せ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

旗
本
徳
山
家
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
の
「
徳
山
家
文
書
」
を
中
心
に
研
究
が
進
ん

で
お
り
、
ま
た
陣
屋
の
遺
構
の
発
掘
調
査
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
さ
ら
な
る
研
究
の
進

展
を
期
し
て
資
料
紹
介
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
紹
介
資
料
が
郷
土
史
・
徳
山
氏
研
究
の
一
史
料
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
擱
筆
す
る
。

【
謝
辞
】

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
、
増
徳
寺
、
宮
崎
文
庫

記
念
館
の
皆
様
に
は
資
料
調
査
等
で
ご
協
力
・
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

註

　�

一
例
と
し
て
、
各
務
原
市
教
育
委
員
会
編
『
各
務
原
市
史　

史
料
編　

近
世
Ⅰ
』（
各
務
原
市
、

一
九
八
四
年
）
口
絵
。

　�

『
岐
阜
県
史　

通
史
編　

近
世
上
』（
岐
阜
県
、
一
九
六
八
年
）
三
九
三
頁
、
高
柳
光
壽
・
松
平
年
一

『
戦
国
人
名
辞
典
増
訂
版
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）、
佐
藤
圭
「
信
長
時
代
の
徳
山
氏
と
越
前
」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
四
〇
の
三
、一
九
九
五
年
）、谷
口
克
広
『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞
典
第
２
版
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）、
入
江
康
太
「
徳
山
五
兵
衛
の
実
名
・
通
称
に
つ
い
て
」（『
郷
土
研
究
岐
阜
』

第
一
三
一
号
、
岐
阜
県
郷
土
資
料
研
究
協
議
会
、
二
〇
一
九
年
A
）、
同
「
徳
山
五
兵
衛
宛
徳
川
氏
重

臣
書
状
に
つ
い
て
―
賤
ヶ
岳
合
戦
後
の
徳
山
五
兵
衛
―
」（『
十
六
世
紀
史
論
叢
』
第
一
二
号
、
株
式

会
社
歴
史
と
文
化
の
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
B
）
な
ど
を
参
照
。

　

�

法
幢
山
増
徳
寺
は
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
徳
山
ダ
ム
建
設
の
た
め
徳
山
よ
り
本
巣
町
（
現
本

巣
市
）
へ
移
転
し
た
。
秀
現
の
墓
も
同
所
に
移
さ
れ
て
い
る
。

　

徳
山
秀
現
（
則
秀
）
墓
。（
碑
文
）「
慶
長
十
一
年
十
一
月
廿
二
日
、
傑
叟
玄
英
居
士
」
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前
掲
註
（
２
）
入
江
氏
論
文
A
。

　

桑
原
家
譜
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
本
）、橋
本
政
宣
編
『
公
家
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
〇
年
）。

『
京
都
社
寺
調
査
報
告
Ⅹ
Ⅳ
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
九
八
年
）。

『
北
野
誌　

北
野
文
叢
上　

地
』（
国
学
院
大
学
出
版
部
、
一
九
一
〇
年
）。

　

前
掲
註
（
２
）
岐
阜
県
史
を
参
照
。

上
村
惠
宏
「
徳
山
氏
に
つ
い
て
の
覚
え
書
」（『
資
料
館
だ
よ
り
』
第
八
号
、各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、

一
九
九
二
年
）。

　

『
寛
永
諸
家
系
図
伝　

第
三
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
〇
年
）。

　

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
第
五
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
年
）。

　

「
徳
山
家
文
書
」（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
A-
（
２
）-

１
。

　

「
徳
山
家
文
書
」
A-

（
２
）-

３
。

　

「
徳
山
家
文
書
」
A-

（
２
）-

４
。

他
に
十
代
・
秀
起
（
元
次
郎
）、
十
一
代
・
秀
守
が
幕
府
に
提
出
し
た
系
図
先
祖
書
の
写
し
が
あ
る
。「
略

譜
」（「
徳
山
家
文
書
」
A-

（
２
）-

８
）、
寛
政
十
一
年
十
二
月
付
徳
山
元
次
郎
「
系
譜
扣
」（「
徳
山

家
文
書
」
A-

（
２
）-

９
）、
弘
化
三
年
九
月
付
「
先
祖
書
」（「
徳
山
家
文
書
」
A-

（
２
）-

10
）。

『
す
み
だ
歴
史
資
料
集　

古
文
書
・
古
記
録
編
１　

旗
本
徳
山
五
兵
衛
家
家
譜
「
遺
直
伝
来
集
」』（
墨

田
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
）
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

『
揖
斐
郡
志
』（
揖
斐
郡
教
育
会
、
一
九
二
四
年
）。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。
な
お
、
謄
写
本
は
秀
堅
（
十
二
代
）
の
娘
ま
で
で
終
了
し
て

い
る
が
、
原
本
に
は
後
に
以
下
の
通
り
書
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

（
女
子
）

　
　

某

　
　

秀
好　

徳
山
鉄
治
郎

　
　
　
　
　

明
治
元
年
領
地
奉
還
当
時
江
戸
ヨ
リ
帰
濃

　
　
　
　
　

明
治
三
十
三
年
八
月
八
日
卒

　
　
　
　
　

法
名
秀
徳
陀
殿
専
道
居
士

　
　

秀
富　

徳
山
昌
之
助　

室
岐
阜
夛
和
田
氏

　
　
　
　
　

明
治
元
年
領
地
奉
還
当
時
江
戸
ヨ
リ
帰
濃

　
　
　
　
　

岐
阜
県
廰
ヘ
出
務
后
福
井
県
廰
ヘ
出
務

　
　
　
　
　

明
治
二
十
六
年
帰
郷
洗
心
小
学
校
々
長
奉
職

　
　
　
　
　

后
那
加
村
々
長
ヲ
務
ム

　
　
　
　
　

明
治
三
十
年
二
月
廿
五
日
卒
行
年
三
十
九
歳

　
　
　
　
　

法
名
崇
徳
院
鐡
山
秀
教
居
士

　
　
　
　
　

岐
阜
県
稲
葉
郡
那
加
村
西
市
場
法
蔵
寺
裡
葬
ル

　
　

女　
　

尾
州
一
之
宮
松
岡
氏
ノ
室

　
　

女　
　

養
女　

南
保
子

「
安
積
家
文
書
」（
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）。
付
箋
に
「
弘
化
二
年
乙
巳
年
高
野
山
江
古
ク

納
置
候
系
譜
江
書
継
候
」
と
あ
り
、「
安
積
家
本
１
」
は
弘
化
三
年
二
月
十
二
日
に
生
誕
し
同
日
死
去
し

た
秀
堅
の
子
で
終
了
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
安
積
家
本
」
は
弘
化
三
年
以
降
に
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

縫
殿
助
貞
友
、
掃
部
介
光
輔
、
二
郎
右
衛
門
尉
貞
隆
、
宗
右
衛
門
尉
元
康
、
清
左
衛
門
尉
直
教
、
権

左
衛
門
尉
重
次
の
系
図
を
載
せ
る
。

『
徳
山
村
史
』（
岐
阜
県
揖
斐
郡
徳
山
村
役
場
、
一
九
七
三
年
）
一
四
二
～
一
五
二
頁
。

前
掲
註
（
９
）
上
村
氏
論
文
に
よ
れ
ば
、
各
務
原
市
内
の
法
蔵
寺
に
徳
山
氏
の
系
図
（「
法
蔵
寺
本
」）

が
あ
る
と
す
る
が
、
原
本
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
外
と
し
た
。

横
山
住
雄
「
徳
山
家
文
書
の
伝
来
と
新
出
徳
山
家
文
書
の
紹
介
」（『
濃
飛
の
文
化
財
』
第
二
九
号
、

一
九
八
九
年
）。
な
お
同
論
文
に
掲
載
の
宮
崎
隆
造
氏
収
集
文
書
は
宮
崎
文
庫
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、「
徳
山
家
系
図
」
に
つ
い
て
は
原
本
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
画
賛
や
家
譜
に
お
い
て
則
秀
は
最
大
で
領
地
二
十
四
万
を
領
し
た
と
す
る
が
、
谷
口
克
広

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
4
）

（
5
）

　

（
女
子
）

　

（
女
子
）

　
　

某

　
　

某

　
　

秀
好　

徳
山
鉄
治
郎

　
　

秀
好　

徳
山
鉄
治
郎

　
　
　
　
　

明
治
元
年
領
地
奉
還
当
時
江
戸
ヨ
リ
帰
濃

　

（
女
子
）

　

（
女
子
）

　
　

某

　
　

某

　
　

秀
好　

徳
山
鉄
治
郎

　
　

秀
好　

徳
山
鉄
治
郎

　
　
　
　
　

明
治
三
十
三
年
八
月
八
日
卒

　
　
　
　
　

法
名
秀
徳
陀
殿
専
道
居
士

　
　

秀
富　

徳
山
昌
之
助　

室
岐
阜
夛
和
田
氏

　
　

秀
富　

徳
山
昌
之
助　

室
岐
阜
夛
和
田
氏

　
　
　
　
　

明
治
元
年
領
地
奉
還
当
時
江
戸
ヨ
リ
帰
濃

　
　
　
　
　

岐
阜
県
廰
ヘ
出
務
后
福
井
県
廰
ヘ
出
務

　
　
　
　
　

明
治
二
十
六
年
帰
郷
洗
心
小
学
校
々
長
奉
職

　
　
　
　
　

后
那
加
村
々
長
ヲ
務
ム

　
　
　
　
　

明
治
三
十
年
二
月
廿
五
日
卒
行
年
三
十
九
歳

　
　
　
　
　

法
名
崇
徳
院
鐡
山
秀
教
居
士

　
　
　
　
　

岐
阜
県
稲
葉
郡
那
加
村
西
市
場
法
蔵
寺
裡
葬
ル

　
　

女　
　

尾
州
一
之
宮
松
岡
氏
ノ
室

　
　

秀
富　

徳
山
昌
之
助　

室
岐
阜
夛
和
田
氏

　
　

秀
富　

徳
山
昌
之
助　

室
岐
阜
夛
和
田
氏

　
　

女　
　

尾
州
一
之
宮
松
岡
氏
ノ
室

　
　

女　
　

尾
州
一
之
宮
松
岡
氏
ノ
室

　
　

女　
　

養
女　

南
保
子

　
　

女　
　

養
女　

南
保
子

　
　

女　
　

養
女　

南
保
子
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氏
は
川
角
太
閤
記
に
記
載
の
加
賀
小
松
城
を
領
し
十
二
万
石
と
す
る
記
述
に
対
し
、「
こ
れ
は
大
す
ぎ

よ
う
」
と
指
摘
し
て
お
り
（
前
掲
註
（
２
）
谷
口
氏
編
書
）、
二
十
四
万
石
と
い
う
石
高
も
か
な
り
誇

張
し
た
数
字
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
田
利
家
の
没
後
、
則
秀
が
慶
長
五
年
正
月
に
徳
川
家
康
に

仕
え
た
際
、
入
道
し
て
秀
現
と
号
し
、
法
眼
に
叙
さ
れ
た
と
す
る
が
、
則
秀
の
入
道
の
時
期
と
法
眼

の
叙
任
に
つ
い
て
は
、
入
江
氏
に
よ
っ
て
『
重
修
譜
』
に
あ
る
同
様
の
記
述
は
誤
り
で
、
実
際
に
は
家

康
に
仕
え
る
前
に
入
道
し
て
お
り
（
柴
田
勝
家
自
殺
後
に
高
野
山
に
蟄
居
し
た
頃
か
と
す
る
）、
法
眼

を
経
る
こ
と
な
く
直
接
法
印
に
叙
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
後
世
に
僧
位
の
順
に
叙
さ
れ
た
よ
う
に
『
重

修
譜
』
に
記
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
（
２
）
入
江
氏
論
文
A
）。

　

�「
徳
山
氏
系
図
」
冒
頭
系
図
と
同
系
統
の
系
図
で
あ
る
「
良
月
家
譜
」（「
徳
山
家
文
書
」
A-

（
２
）-

５
）
に
も
同
じ
場
所
に
「
附
録
頼
意
」
と
あ
る
。

　

「
徳
山
家
文
書
」
A-

（
２
）-

５
。

　

�「
赤
座
家
文
書
」（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
２
６
６
２
。

　

�

友
田
靖
雄
「
維
新
動
乱
期
に
お
け
る
美
濃
旧
旗
本
の
動
向
―
「
上
地
」
さ
れ
た
旧
旗
本
徳
山
家
と
三

渕
家
を
中
心
に
―
」（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』
第
一
六
号
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
、
一
九
九
三
年
）。

　

�

佐
藤
彌
太
郎
編
『
稲
葉
郡
那
加
村
史
料
』（
一
九
三
九
年
）。

　

�『
各
務
原
市
文
書
史
料
目
録
三
』（
各
務
原
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
）。
な
お
、
同
家
に
は
徳
山

権
十
郎
（
秀
守
）
に
よ
る
先
祖
書
の
写
し
で
あ
る
「
天
保
二
年
一
一
月　

徳
山
家
先
祖
由
緒
書
」
も
伝

わ
っ
て
い
る
（
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
写
真
版
を
閲
覧
）。

　

�

上
村
惠
宏
氏
・
長
谷
健
生
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

　

�

各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
か
か
み
野
の
風
土
～
産
業
と
人
物
～
』（
各
務
原
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
四
年
）。

　

�

前
掲
註
（
１
）
や
『
資
料
館
だ
よ
り
』
第
八
号
（
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
九
二
年
）
表

紙
に
掲
載
の
則
秀
像
は
、
寸
法
が
一
〇
二
㎝
×
三
三
㎝
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
現
状
は
天
地
（
上
下
）

が
や
や
短
め
に
表
装
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

�

本
稿
で
触
れ
た
も
の
の
他
に
、
友
田
靖
雄
「
幕
末
に
お
け
る
旗
本
徳
山
氏
の
動
向
―
新
収
史
料
「
徳

山
家
文
書
」
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
」（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』
第
一
五
号
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
、

一
九
九
二
年
）。

　

�

発
掘
調
査
の
成
果
と
し
て
、『
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書　

第
76
集　

徳
山
陣
屋
跡
』

（
財
団
法
人　

岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
年
）、
各
務
原
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
編
『
各
務
原
市
文
化
財
調
査
報
告
第
39
号　

徳
山
更
木
屋
敷
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
各
務
原

市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
四
年
）。

 （
26
）

 （
27
）

 （
28
）

 （
29
）

 （
30
）

 （
31
）

 （
32
）

 （
33
）

 （
34
）

 （
35
）

 （
36
）

中川　創喜
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写真① 徳山二位法印則秀肖像（部分）

資料紹介 徳山二位法印則秀肖像について
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写真② 徳山二位法印則秀肖像 画賛

中川　創喜
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写真③ 徳山二位法印則秀肖像写真④ 徳山重政画像
（東京大学史料編纂所所蔵模写）（東京大学史料編纂所所蔵模写）

資料紹介 徳山二位法印則秀肖像について
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写真⑤ 徳山二位法印則秀肖像（全体）写真⑥ 坂井順雄氏所蔵期の則秀像
（各務原市歴史民俗資料館提供）（各務原市歴史民俗資料館提供）

中川　創喜
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徳
山
氏
略
系
図

貞
信

貞
行

女
子

貞
長

貞
次

貞
輔

貞
隆

貞
高

元
康

光
康

元
連

俊
直

秀
現

直
政

秀
貞

貞
兼

貞
則

秀
興

貞
朝

清
輔

光
賢

秀
賢

秀
久

︵
頼
長
︶

︵
光
寿
︶

︵
貞
昌
︶

︵
貞
度
︶

︵
貞
友
︶

︵
光
輔
︶

︵
光
幸
︶

︵
貞
秀
︶

︵
貞
孝
︶

︵
則
康
︶

︵
貞
豊
︶

︵
則
秀
︶

重
政

重
俊

重
次

秀
栄

頼
屋

頼
意

頼
福

貞
賢

秀
起

秀
守

秀
堅

︵
重
舊
︶

・﹁
寛
永
図
﹂﹁
寛
政
譜
﹂﹁
徳
山
氏
系
図
﹂﹁
増
徳
寺
本
﹂﹁
安
積
家
本
﹂
を
基
に
作
成

・
旗
本
徳
山
氏
の
歴
代
当
主
に
は
①
~
⑫
を
注
記

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
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